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復
興
に
向
け
て

　

５
月
30
日
、
根
本
匠
復
興
大

臣
、
浜
田
昌
良
復
興
副
大
臣
、

丸
山
淑
夫
福
島
復
興
局
長
が
国

見
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

根
本
匠
復
興
大
臣
は
、
復
興

庁
の
支
援
を
受
け
て
更
新
し
た

国
見
小
学
校
校
庭
の
遊
具
を
視

察
し
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

遊
ん
で
い
る
姿
に
、
こ
れ
か
ら

も
福
島
の
子
ど
も
が
元
気
に
な

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
更
新
し
た
校
庭
の

遊
具
は
、
東
日
本
大
震
災
や
原

発
事
故
の
影
響
で
、
体
力
の
落

ち
た
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上

を
目
的
と
し
て
、
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。　

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
太
田
久
雄
町
長
か
ら

震
災
に
よ
る
町
の
被
害
状
況
や

風
評
被
害
対
策
、
町
民
の
健
康

管
理
対
策
、
現
在
建
設
中
の
役

場
庁
舎
や
道
の
駅
の
整
備
進
捗

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
汚
泥
の
搬
出
や
町
民
の
健
康

管
理
な
ど
、
継
続
的
な
問
題
の

解
決
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し

た
。

根
本
匠
復
興
大
臣
来
町

　

６
月
９
日
、
太
田
久
雄
町
長

は
復
興
庁
に
浜
田
昌
良
副
大

臣
、
内
閣
府
に
亀
岡
偉
民
大
臣

政
務
官
を
訪
問
し
、
早
急
な
復

興
対
策
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。

　

太
田
町
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
除

染
事
業
の
進
捗
や
、
役
場
庁
舎

早
急
な

復
興
対
策
を
国
に
要
望

の
再
建
な
ど
の
復
興
事
業
の
状

況
を
説
明
す
る
と
と
も
に
町
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
し

ま
し
た
。 

　

ま
た
、
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
下
水
汚
泥
処
理
の
早
期
搬
出

と
、
国
見
町
が
進
め
て
い
る
復

興
再
生
の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
へ
の
支
援
に
つ
い
て
要
望

を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

浜
田
副
大
臣
か
ら
は
、
復
興
に

向
け
た
各
種
交
付
金
の
活
用
に

つ
い
て
助
言
が
あ
っ
た
ほ
か
、

亀
岡
大
臣
政
務
官
か
ら
は
、
支

援
に
向
け
た
取
組
み
を
今
後
も

進
め
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

浜田副大臣に説明する太田町長

観月台文化センター
遊具完成披露

オープニングセレモニー

　6 月 28 日、観月台公園複合遊具の完成披露式が行われまし
た。
　遊具は、復興庁の福島定住等緊急支援交付金事業を活用し、
幅広い年齢の子どもたちが遊べるよう複合遊具とし、一部に
県産材も活用しています。
　テープカットは、太田久雄町長、亀岡偉民大臣政務官、八
島博正町議会議長、佐藤三男観月台公園管理会副会長、渡辺
愛菜ちゃん、渡辺夕陽くん、富野心葉ちゃんの 7 人により行
われました。
　太田町長が「新しい遊具で元気よく遊んでください」とあ
いさつしたあと、亀岡政務官、八島議長が祝辞を述べました。
　原発事故以降、屋外での遊びが制限され、子どもたちの体
力低下が心配されていますが、更新した複合遊具で多くの子
どもたちがのびのびと遊ぶ光景は、原発事故からの復興に向
けた確かな一歩に感じられました。

左から：富野心葉ちゃん、渡辺夕陽くん、渡辺愛菜ちゃん、太田町長、
　　　　亀岡政務官、八島議長、佐藤三男さん

複合遊具で遊ぶ子どもたち

亀岡政務官に要望書を手渡す太田町長
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～今月の表紙～

 福源寺地蔵庵の天井絵（所在地：国見町大字鳥取字鳥取地内）

　中学校のプール披露後 3 年

生がプールで楽しみました。

その姿を見ていた先生の一言

「泳ぎたい・・・」そんな一

言がでる、光景でした。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』

　
　
　
　
　
　
　

№
２

信達三十三観音巡礼地の一つである福源寺地蔵庵（21 番札所）の馬頭観世音 ( 秘仏 ) を安置する観音堂には、明治初期に描かれた
極彩色の美しい天井絵 ( 鳳凰および花絵 ) が残されています。江戸時代から続く観音信仰を受け継ぐ地域の人々により、観音様は
守り伝えられています。

　6 月 17 日、観月台文化センターで第１回目の義経まつ
り実行委員会が開催されました。実行委員会では開催日
をこれまでどおり 9 月 23 日（くにみの日）とすることが
決定され、実行委員長に国見町商工会会長の岡崎長市さ
んが選出され、各部会の組織体制も確認されました。
　また、イベント、義経公行列の詳細については、事務
局で原案を作成後、委員会・部会にて確認していくこと
としました。
　今年は、昨年好評だった「義経公行例」、ステージイベ

『復興・絆』くにみの日事業　
第 19回義経まつり第１回実行委員会開催

ント、大好評だったグルメ街道、小学生の鼓笛演奏などのほか、新たに「歴史」「体験」を基本コンセプトに加え、
町内外の方に国見の素晴らしさを “ 再発見 ”“ 体感 ” していただきたいと考えています。第 19 回義経まつりに
ご期待下さい。

建設課からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ

　後期高齢者医療の被保険者証は、毎年８月１
日に更新することになっています。
　新しい後期高齢者医療被保険者証を７月末ま
でにお送りしますので、８月１日以降に医療機
関を受診する際は、必ず新しい被保険者証（ピ
ンク）を窓口に提示してください。
◆問い合わせ　国保係　☎ 585-2785

　介護保険要介護認定者が、介護保険施設（特
別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療
養型医療施設、短期入所サービス）を利用する
場合、利用者負担１割のほかに、居住費・食費
の負担が著しく重くならないよう、所得や世帯
状況に応じて、居住費と食費の自己負担額の上
限が設けられています。
　負担限度額の適用を受けるためには申請が必
要です。詳しくは係までお問い合せください。
◆問い合わせ　長寿介護係　☎ 585-2125

後期高齢者医療被保険者証更新 介護保険負担限度額認定申請

木造住宅耐震診断者派遣の募集

　町では、耐震診断者派遣事業を実施しています。
耐震診断を希望する方は、申し込みが必要です。下
記に問い合わせください。
内容　建物の耐震診断と耐震改修計画の作成
●対象建物　昭和 56 年 5 月 31 日以前の木造住宅
●個人負担　6,000 円
●その他　　耐震診断の結果により、改修対象となっ
た場合、耐震改修工事費用の助成を受けることがで
きます。

県北都市計画地区計画
（藤田日渡地区）案の縦覧

　町では、道の駅（仮称：里まち文化ステーション）
建設計画に伴い、その土地の利用や施設・建築物の
整備に関する方針を、県北都市計画（藤田日渡地区）
案として取りまとめましたので、次のとおり縦覧し
ます。
●都市計画を決定する土地の区域　大字藤田字日渡
一、字日渡二、字日渡四、字四反田、字和光の一部
●縦覧場所　建設課管理係
●縦覧期間　７月 14 日月から７月 28 日月

◆問い合わせ　建設課管理係　☎ 585-2972
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６
月
15
日
、
国
見
町
消
防

団
定
期
点
検
が
、
国
見
小
学

校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
、
藤
田
商

店
街
に
整
列
し
た
消
防
団
員

を
前
に
、
統
監
で
あ
る
太
田

平
成
26
年
度

    
国
見
町
消
防
団
定
期
点
検

久
雄
町
長
ら
が
車
上
か
ら
観

閲
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
国
見
小

学
校
に
移
し
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
を
加
え
て
、
部
隊
の

編
成
替
え
を
行
い
、
開
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。
太
田
町
長

の
訓
示
の
後
、
各
種
表
彰
及

び
伝
達
が
行
わ
れ
、
49
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
通
常
点
検
や
機

械
器
具
点
検
、
小
隊
訓
練
、

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
行
わ

れ
、
団
員
は
規
律
正
し
い
迅

速
な
動
き
で
、
日
頃
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
牧
野
善
茂

県
北
地
方
振
興
局
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
最
後
に
鈴
木
耕
治
団
長

が
「
町
民
の
信
頼
と
期
待
に

十
二
分
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
消
防
団
員
２
５
２
名
が

一
丸
と
な
っ
て
消
防
、
防
災

活
動
に
邁
進
し
ま
す
」
と
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

◎
福
島
県
消
防
表
彰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
永
年
勤
続
章
＝
高
原
正
幸
、

佐
久
間
隆
、
髙
橋
光
男

◎
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰　
　
　
　
　
　

・
功
績
章
＝
鈴
木
耕
治

◎
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表

彰
　
・
功
績
章
＝
佐
藤
浩
信

・
精
勤
章
＝
寺
島
和
司
、
高　

原
正
幸
、
野
村
伸
一
、
阿
部　

春
男
、
渡
辺
勝
弘

・
退
職
団
員
感
謝
状
＝
高
橋　

一
男
、
松
浦
富
夫
、
後
藤
正　

利◎
消
防
協
会
伊
達
支
部
定
例

表
彰

・
功
績
章
＝
仲
野
博
行
、
近　

野
富
次
、
佐
藤
節
夫
、
佐
藤　

善
浩

・
精
勤
章
＝
大
沼
啓
助
、
齋　

藤
嘉
弘
、
佐
藤　

仁
、
寺
島

定期点検表彰受賞者（敬称略）

弘
之
、
佐
藤
俊
弘
、
鈴
木
純

治
、

浅
野
正
宏
、
高
橋
真
哉
、
鴨　

田
正
一
、
佐
藤
昭
文
、
宍
戸　

克
巳
、
中
野
由
幸
、
佐
藤
秀　

樹
、
東
海
林
正
尚

・
親
子
等
消
防
表
彰
＝
安
藤　

恵
子
、
安
藤
真
奈
美

◎
国
見
町
長
、
消
防
団
長
表

彰・
退
職
団
員
感
謝
状
＝
高
橋　

一
男
、
松
浦
富
夫
、
星
野
正　

博
、
後
藤
正
利
、
小
紫
勝
佳
、

岩
城　

明
、
遠
藤　

正

◎
国
見
町
消
防
団
長
表
彰

・
優
良
消
防
団
員
＝
安
藤
恵　

子
、
斎
藤
盛
一
、
佐
藤
隆
幸
、

阿
部
正
行
、
鈴
木
一
浩
、
市　

川
圭
人
、
鴨
田
清
敏
、
小
室　
　
　

剛
、
吉
田
和
正

第
二
回
　
国
見
町
中
尊
寺
蓮
育
成
会
主
催
講
演
会

中
尊
寺
蓮
の
魅
力
と
奇
跡

　奥州藤原氏悲劇の当主藤原泰衡の首桶におさめられた蓮の種。８００
年の時を超えて開花させた長島時子さんがこの度講演をすることになり
ました。

日時　7 月 19 日土午後 1時 30 分から午後 3時
場所　観月台文化センター
講師　長島時子さん
　　　（恵泉女学園短期大学名誉教授）

長島時子さん Profile
1935 年生まれ。農学博士。
1994 年、中尊寺金色堂から発見された蓮の
種子を発芽・開花させ、中尊寺蓮の復活に尽
力されました。

立地企業との連携・協力関係を強化

　６月 16 日、太田久雄町長は、町内に事業所が
ある㈱大岩マシナリーの東京都品川区の本社を訪
問し、竹本達久代表取締役社長・藤田健太郎取締
役（前国見事業所長）らと面談し、「明日へ。きず
なイルミネーション」での事業所の飾り付け等、
日頃の町への協力に対して感謝するとともに、今
後の連携・協力をお願いしました。
　竹本社長からは、会社の事業が順調に推移して
いるとの説明や、今後とも町と良好な関係を保ち
ながら、積極的に事業展開をしていきたいとの話
がありました。

左から　竹本社長、太田町長、
藤田取締役、神島取締役
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国
見
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
改
正
は
算
定
の
基
礎
と

な
る
前
年
分
の
所
得
が
確
定
し

た
こ
と
、
平
成
25
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
収
支
の
見

込
み
が
つ
い
た
こ
と
及
び
今
後

の
医
療
費
の
動
向
な
ど
を
勘
案

し
た
う
え
で
改
正
し
た
も
の
で

す
。

【
国
保
税
の
計
算
方
法
】

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療

分
と
支
援
金
分
（
後
期
高
齢
者

医
療
支
援
金
分
）と
介
護
分（
介

護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
が
含

ま
れ
る
世
帯
）
の
合
計
金
額
と

な
り
ま
す
。

【
減
額
対
象
世
帯
の

　
　
範
囲
が
広
が
り
ま
す
】

　　

今
年
度
の
税
率
改
正
に
よ

り
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
・
支

援
金
分
平
均
負
担
額
は
、
昨
年

と
比
べ
１
・
４
％
減
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
的
に
被
保
険
者
の

医
療
費
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
よ
る
支
援
金
負
担
が
増
加

し
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
東
日
本
大
震

災
や
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
途

上
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
、
被
保
険
者
の
税
負
担
を
で

き
る
限
り
軽
減
す
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
平

成
25
年
度
繰
越
金
な
ど
か
ら

五
千
六
百
万
円
を
充
当
し
、
平

均
税
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
介
護
分
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
と
比
べ
一
人
あ
た

り
３
・
１
％
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
額
が
一
定
基
準

以
下
の
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
の
対
象
範
囲
が
平
成

26
年
度
よ
り
拡
大
さ
れ
ま
す
。

【
納
付
義
務
者
と

　
　
　
　
　
納
付
方
法
】　

　　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る

世
帯
主
の
方
へ
お
届
け
し
ま

す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
家
族
の
中
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
年
金
天
引
き

に
よ
る
納
付
（
特
別
徴
収
）、

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
、
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
の
3
通
り

と
な
り
ま
す
の
で
、
納
税
通
知

書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健

康
保
険
制
度
運
営
の
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

	 	 	 	 	 	
医療分 支援金分 介護分

25 年度 26 年度 25 年度 26 年度 25 年度 26 年度
所得割 5.50% 5.07% 2.56% 2.36% 2.81% 2.48%
資産割 11.92% 5.28% 5.52% 2.75% 7.21% 3.30%
均等割 20,000 円 20,000 円 9,500 円 9,000 円 13,300 円 12,500 円
平等割 17,000 円 17,000 円 8,400 円 7,400 円 8,000 円 7,000 円

課税限度額
51 万円

（25 年度同額）
16 万円

（2 万円引上げ）
14 万円

（2 万円引上げ）

１世帯および１人あたりの平均保険税負担額（年額 /円）	 	
医療分 支援金分 介護分 医療分＋支援金分の合計

１世帯
あたり

１人
あたり

１世帯
あたり

１人
あたり

１世帯
あたり

１人
あたり

１世帯
あたり

１人
あたり

26 年度 96,832 53,013 42,752 23,406 41,514 32,108 139,584 76,419
25 年度 99,205 53,433 44,645 24,046 43,697 33,152 143,850 77,479
増減額 -2,373 -420 -1,893 -640 -2,183 -1,044 -4,266 -1,060
増減率 -2.4% -0.8% -4.2% -2.7% -5.0% -3.1% -3.0% -1.4%

平成 26 年度
国民健康保険税が

決定しました

高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

　　

国
見
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年
７
月
31
日
ま

で
で
す
。
７
月
下
旬
に
更
新
後
の
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
、
病
院
な
ど
に
か
か
る
際
に
は
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

平成 26年度　国民健康保険税の税率

医療分

国民健康保険税
計算モデルケース

世帯主				42歳(所得額250万円、固定資産税3万円）						
				　妻　			38 歳 ( 所得額			0 万円、	固定資産税 3万円）					
			子ども　(13 歳、11 歳）

（前年度税率の場合）
所得割額（250 万円 -33 万円《基礎控除》× 5.07%）＝ 110,019 円 119,350 円
資産割額（6 万円× 5.28%） ＝ 3,168 円 7,152 円
均等割額　20,000 × 4 人 ＝  80,000 円 80,000 円
平等割額　17,000 × 1 世帯 ＝ 17,000 円 17,000 円
　合計（100 円未満は切り捨て）　　　 210,100 円 223,500 円

支援金分

介護分

（前年度税率の場合）
所得割額（250 万円 -33 万円《基礎控除》× 2.36%）＝ 51,212 円 55,552 円
資産割額（6 万円× 2.75%） ＝ 1,650 円 3,312 円
均等割額　9,000 × 4 人 ＝ 36,000 円 38,000 円
平等割額　7,400 × 1 世帯 ＝ 7,400 円 8,400 円
　合計（100 円未満は切り捨て）　 96,200 円 105,200 円

（前年度税率の場合）
所得割額（250 万円 -33 万円《基礎控除》× 2.48%）＝ 53,816 円 60,977 円
資産割額（3 万円× 3.3%） ＝ 990 円 2,163 円
均等割額　12,500 × 1 人 ＝ 12,500 円 13,300 円
平等割額　7,000 × 1 世帯 ＝ 7,000 円 8,000 円
　合計（100 円未満は切り捨て） 74,300 円 84,400 円

合　計 医療分と支援金分と介護分の合計が国民健康保険税となります。

（210,100+96,200+74,300 ＝ 380,600 円）

●前年度税率の場合　（223,500+105,200+84,400 ＝ 413,100 円）

モデルケース ① 

世帯主 29 歳 （所得額 150 万円　固定資産税 0 円） 

　妻 29 歳　（所得額　40 万円　固定資産税　0 円） 

　子 3 歳 

医療分　139,800 円 + 支援分 63,600 円 + 介護分 0 円＝ 203,400 円

モデルケース ② 

世帯主 69 歳 （所得額 50 万円　固定資産税 6 万円） 

　妻 67 歳　（所得額　0 万円 　固定資産税　 0 万円）  

医療分　40,200 円 + 支援分 18,300 円 + 介護分 0 円＝ 58,500 円

※所得額が少ないため、国保税が５割軽減で計算されています。

モデルケース ③ 

世帯主 73 歳 （所得額　0 万円　固定資産税 3 万円） 

　妻       70 歳　（所得額　0 万円 　固定資産税　 0 万円）  

医療分　18,600 円 + 支援分 8,400 円 + 介護分 0 円＝ 27,000 円

※所得額が少ないため、国保税が 7 割軽減で計算されています。

その他の
モデルケース
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歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

第
１
回
国
見
町
歴
史
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
！

　

６
月
８
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
第
１
回
国
見

町
歴
史
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
約
１
４
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
弘
前
大
学
平

井
太
郎
准
教
授
か
ら
、
ま
ち

あ
る
き
か
ら
始
ま
る
「
国
見

学
」
を
深
め
よ
う
と
の
提
唱

が
あ
り
ま
し
た
。
人
々
が
楽

し
み
、
味
わ
う
こ
と
で
地
域

の
宝
を
残
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
海
大
学
杉
本
洋
文
教
授

か
ら
は
、
藤
田
商
店
街
の
魅

力
を
見
つ
け
・
結
び
付
け
・

く
ら
し
続
け
る
こ
と
で
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
方
法
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
東
海
大
学

羽
生
修
二
名
誉
教
授
を
加
え

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
会
場
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
も
交
え
な
が
ら
活
発
な

や
り
取
り
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
見
町
の
町
並
み
を
特
徴
づ
け
る
歴
史

的
建
造
物
に
つ
い
て
工
学
院
大
学
の
後
藤

治
教
授
に
、
石
の
ま
ち
国
見
に
つ
い
て
郡

山
女
子
大
学
長
田
城
治
さ
ん
に
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
会
場
・
時
間
が

　
　
　
変
更
に
な
り
ま
し
た

■
日
時　

８
月
９
日
土

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
会
場
　
み
ら
い
ホ
ー
ル
国
見

　

国
見
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
三
５

■
申
込
み
　

　
不
要
（
定
員
１
０
０
人
）

◆
問
い
合
わ
せ　

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７

次
回
の
歴
ま
ち
シ
ン
ポ
は

「
歴
史
的
ま
ち
な
み
と
石
の
ま
ち
国
見
」奥山家住宅洋館

現 JA 伊達みらい小坂支店石蔵
（旧小坂村産業組合石蔵：昭和 18 年撮影）

歴史を活かしたまちづくりについて意見を交わす講師

ちょぴりおめかしセレブ気分

　おしゃれして、おいしいを体験
アフタヌーンティー・

パーティー

お菓子は

上段　ケーキ
中段　スコーン
下段　サンドイッチ

　6 月 7 日から２日間 4 回にわたり、
国登録文化財「奥山家住宅」で開かれ
たアフタヌーンティー・パーティーは、
女性限定。おしゃれして参加した女性
たちは、大正時代の香り漂う上品な洋
館の一室で、紅茶の専門家から英国式
の作法を聞きながら、おいしい、非日
常のひとときを過ごしました。
　このパーティーは、国見町の “ 宝も
の ” を再発見し、心の復興に役立てた
いとの思いから開催しました。

　6 月 22 日、国見町観月台文化センター体

育館で沢木順復興支援コンサートⅣが行われ

ました。

　沢木さんのコンサートは今年で９回目を数

え、震災後は沢木さんの希望から無料での開

催となっています。

　コンサートでは、劇団四季出身歌手随一の

歌唱力とパワーで聴衆を魅了し、「町民の皆

さんが主役」との沢木さんの言葉のとおり、

観客の方と一緒に歌い、踊り、会場全体が笑

顔に包まれたコンサートとなりました。

　また、特別出演として日舞若柳流若柳会、

国見フラクラブが出演。太田久雄町長も歌を

披露するなどステージに華を添えました。

ソウルフルな歌声で観客を魅了
～沢木順復興支援コンサートⅣ～

祝 40 年ぶりに
中学校のプールが
新しくなりました

　6 月 23 日、県北中学校のプール披露式でテープカッ
トが行われました。
　新しいプールは、ステンレス製で、７コースあります。
　披露式のテープカットは、太田久雄町長、八島博正
議長、高橋幸子教育委員長、岡崎忠昭教育長、そして
３年生の代表の菊地真由さん、榊郁哉さん、中村梨沙
さんの 7 人で行われました。その後、早﨑保夫校長か
らプールについての説明がありました。
　太田町長が「新しいプールで、心と体の健康を取り
戻してほしい」とあいさつし、八島議長から祝辞をい
ただき、生徒代表の 3 年志村瞭太さんからお礼の言葉
がありました。最後に泳ぎ初めで、中体連県大会出場
者の 3 年生の髙橋里歩さんによる 200 ｍ個人メドレー
の模範競泳披露が行われ、その後 3 年生全員が新しい
プールを楽しみました。
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・農地所有権移転　　　　　　　　 2 件
・農地転用（市街化調整区域）　  　 1 件
・農業振興地域整備計画の変更案     1 件　　　              
・農地利用集積計画の決定　

7 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。傍
聴におい出ください。
　・日時　　7 月 23 日木　午後 3 時
　・場所　　観月台文化センター大研修室
　◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890　

　6 月 19 日定例総会が開催され、次のとおり確認されました。

農業委員会の動き

下水道に油やゴミを
　流さないで下さい

　現在、町の下水道管には水質規定の数値を超え
る油成分が流れ込んでいます。タオルや紙おむつ
などの様々なゴミも流れ込んでいます。
　油が下水道に流れると油膜ができて空気を遮断
するのでバクテリアが死んでしまい処理場の機能
が働かなくなります。また、下水道管の中で油と
その他の汚物が結合して固まり、下水道管が詰まっ
て汚水が流れなくなり、最終的には道路に溢れ出
してしまいます。
　一般家庭では、食用油は新聞で吸い取るか、油
を固める製品等を使用してゴミとして処理してく
ださい。
　飲食店、食料品店においては、グリストラップ
を設置することが義務づけられています。清掃を
しないと油脂分や汚泥がたまり悪臭、配管詰まり
の原因となりますので定期的に清掃してください。
　また、タオルや紙おむつなどのゴミが流入する
とポンプ設備等の故障や下水道管の詰まりの原因
となり、その修繕等に多額の費用を要します。

下水道はみんなの公共施設です。
　利用者一人一人が、ルールを守り、

正しく使用してください。
　　　　　　　　　　　　　　
◆問い合わせ　
上下水道課 　
☎ 585-2984

斑点米カメムシ防除を
							徹底しましょう	
　昨年より町内においてカメムシ類による斑点米
の被害が多く報告されています。
　カメムシ類の被害を防ぐため、あぜ、休耕田、
農道など水田周辺の除草を徹底しましょう。
　なお、出穂間近に除草すると、カメムシ類を水
田に追い込み、斑点米被害を助長しますので、除
草は７月 25 日頃 ( 出穂の 10 日～ 15 日前 ) までに
終わらせ、それ以降は、9 月 5 日頃まで除草しな
いようにしましょう。
　また、刈り取った雑草は、そのままにしておく
と生息地となるので適正に処分してください。
◆問い合わせ　産業振興課　☎ 585-2986 

内谷地区に桜の名所を！
　６月８日、桐目木共同山組合が森林環境保全作
業として、桐目木地内に植樹されている約 500 本
の桜苗木周辺の下刈り作業を行いました。
　当組合は、山林所有者を中心に設立され、桜の
名所づくりと、荒廃が進む里山の環境保全を目的
として、内谷字桐目木二地区約 6㌶に桜の森づく
りを進めており、春には植樹、梅雨時期には下刈
り作業を行っています。

　６月 13 日、県北中学校で全校生徒が参加して放射線
の正しい知識を習得するための「放射線教室」が開催
されました。
　町政（放射能・除染対策）アドバイザーの福島大学
共生システム理工学研究科特任教授の河津賢澄さんが
講師となり、「放射線のはなし」と題して、線量計やス
ライドを用いて分かり易く説明しました。放射線の性
質や危険性、防御方法について、生徒たちへ「正しく
理解し、正しく怖がり、安全に生活を」と呼びかけま
した。
　低放射線量の地域に居住する子どもたちにとって、
生涯にわたり安全な生活を送ることができるための基
礎知識を学ぶことは何よりも重要で、県北中学校では
適切な行動をとることができるよう指導したいとして
います。

正しく理解　安全に生活を

　　				中学生が放射線を学ぶ

方　部
事前モニ
タリング

三　者
打合せ

除染
着手

除染
完了

事後モニ
タリング

藤田方部 361 件 360 件 356 件 354 件 354 件

小坂方部 306 件 305 件 298 件 266 件 196 件

森江野方部 190 件 190 件 190 件 190 件 188 件

大木戸方部 216 件 183 件 154 件 104 件 61 件

大枝方部 129 件 129 件 129 件 129 件 129 件

合　計 1,202 件 1,167 件 1,127 件 1,043 件 928 件

　平成 25 年度分（繰越事業）

方　部 事前モニ
タリング

三　者
打合せ 除染着手 除染完了 事後モニ

タリング

藤田方部
（山崎地区） 87 件 21 件 17 件 1 件 －件

森江野方部
（第７町内会）

32 件 4 件 2 件 1 件 －件

大枝方部
（川内町内会）

67 件 36 件 8 件 －件 ―件

合　計 186 件 61 件 27 件 2 件 ―件

藤田方部２号仮置場
（石母田字日矢来地内）
除去物搬入始まる

　藤田方部２号仮置場（石母田字日矢来 地内）
では、仮置場整備工事の一部完成に伴い、除去
土壌等の搬入を開始しました。
　石母田地区の住宅敷地内に一時保管されてき
た除去土壌等は順次、仮置場へ搬入されること
となりますが、仮置場の受入数量が限られるこ
とから、新たな仮置場確保の取り組みを進めて
います。

　平成 26 年度分

説明に聞き入る中学生

住宅除染の進捗状況
　住宅除染の実施状況をお知らせします。

（7 月 1 日現在）
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　今月、スポーツで大きな成果をあげた町内の子ども達に国見町青少年育成町民会議（会長　太田久雄町長）
から激励の言葉と奨励金が贈られました。きらきら笑顔でがんばっている子ども達を紹介します。

3

1 2

4

65

1高等学校体育大会ソフトテニス県大会出場　岡田結愛（高 1）、五十嵐温子（高 2）、岡田稚葉（高 3）
2第 11 回全国小学生学年別柔道大会福島県予選会出場　野村俊介（小 5）、岩佐成真（小 6)
3第 50 回東北高等学校バレーボール選手権大会兼 NHK 杯大会出場　福島商業高等学校男子バレー部
4ファミマカップ第 34 回全日本バレーボール小学生大会福島県大会出場　国見ダイアモンズスポーツ少年団
5第 40 回東北高等学校ソフトボール選手権大会出場　佐藤敦也（高 3）
6第 67 回福島県総合体育大会ソフトテニス競技出場　国見ソフトテニススポーツ少年団員

−プロフィール−
・代表者　内池和子
・活動日　毎月第４木曜日
　　　　　午前 9時 30 分から
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　11人
・会　費　3000 円 / 年
・連絡先　☎ 585-3320　内池和子

　

国
見
民
話
の
会
は
、
昭
和
49

年
町
内
有
志
に
よ
る
読
書
会

「
木
曜
会
」
か
ら
始
ま
っ
た
会

で
す
。

　

当
時
町
内
に
在
住
さ
れ
て
い

た
福
島
大
学
教
授
の
村
上
直
治

先
生
を
講
師
に
、15
人
集
ま
り
、

近
代
文
学
か
ら
万
葉
集
ま
で
、

先
生
が
病
で
倒
れ
ら
れ
る
ま
で

二
十
年
近
く
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
53
年
か
ら
国
見

町
に
伝
わ
る
民
話
の
聞
き
語
り

を
始
め
、
そ
の
当
時
は
貴
重
な

語
り
部
が
健
在
で
幸
運
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
時
、
日
本
民
話
の
会

（
松
谷
み
よ
子
代
表
）
か
ら
国

見
町
の
民
話
の
採
訪
を
さ
せ
て

欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
教

育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
「
民

話
の
手
帖
特
集
号
」
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の

間
「
木
曜
会
」
は
「
国
見
民
話

の
会
」
と
い
う
名
称
に
変
更
、

民
話
の
テ
ー
プ
起
こ
し
を
会
員

全
員
で
進
め
、
日
本
民
話
の
会

と
は
別
の
編
集
で
「
国
見
の
民

話
正
・
続
」
を
編
集
し
教
育
委

員
会
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
の
福
島
未
来
博
で

は
「
か
ら
く
り
民
話
茶
屋
」
の

語
り
部
と
し
て
町
の
古
老
故
赤

間
ハ
ル
さ
ん
と
と
も
に
会
員
の

皆
さ
ん
も
出
演
し
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
自
分

た
ち
が
語
り
手
に
な
る
と
は
思

い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
し
た

が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
語
り

部
の
勉
強
を
重
ね
、
国
見
町
い

き
い
き
サ
ロ
ン
や
福
島
市
・
県

北
地
方
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
見
小
学
校
で
、

伝
承
語
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
の
老
齢
化
が
進
ん
で

い
る
の
が
心
配
と
の
こ
と
。
新

会
員
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

VOL34

くにみ幼稚園

（年中４歳児）

ほしぐみ
村上　貴彦

たいようぐみ
佐々木桃香

ほしぐみ
宇野楠恋理

たいようぐみ
浅野　礼音

国見民話の会
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ごみひろい　こころのなかも　ごみひろい

水は大切な資源、みんな大切にね

今年も笑顔でがんばります！！

久しぶりだない

みんなで
　たべっとうまいない

今年も
　くだもの王国ふくしまをアピール

限りある

　水をみんなで大切にしましょう

ごみを拾うのは

　日本にマナーを広げる第一歩

　５月 29 日、観月台文化センターで国見町赤十字奉仕団主催
の飯館村民とのお楽しみ会が行われました。お楽しみ会の料
理は日赤奉仕団の方が前日から下ごしらえを行った、ちらし
寿司、ちまきなどが振る舞われました。会食では、飯舘村民
のほか各仮設に入居されている方も参加され、「久しぶりだな
い」と話が弾んでいました。

　6 月２日、観月台文化センターを 2014 ミスピーチキャンペー
ンクルーの 6 人が来町しました。
　町では昨年も農産物の販売促進にお手伝いいただいた経過
があり、今年も昨年以上に福島県、国見町の果物をアピール
してもらいたいと太田久雄町長からあいさつがあり、ミスピー
チから全力でＰＲしますと力強いあいさつがありました。

   6 月２日、夕方 5 時からコープマート福島国見店と JR 藤田
駅前において、水道に対する理解と関心を深めるため、町職
員がパンフレットとポケットティッシュを配りました。水道
週間にあわせて、「おいしい水、大切な水」を PR したものです。
当日は「くにみももたん」も参加し、子どもたちに風船をプ
レゼントしました。

　6 月 3 日、観月台文化センターから JR 藤田駅前まで福島た
ばこ販売協同組合（国見・桑折）12 人が社会貢献として美化
活動（ゴミ拾い）を行いました。このゴミ拾いは、年１回行
われており、参加者の大浪敏男さんは「以前よりはゴミの量
が減った。マナーが守られるようになった」と話していました。

両町で活発な意見がだされました

　6 月 10 日、観月台文化センターに会津坂下町民生児童委員
の皆さんが訪れ、国見町民生児童委員と研修会を開きました。
　研修会では、個人情報の取扱いが厳重となっている中で、
地域の要支援者の情報をどのようにして把握しているかなど、
委員として活動する中での課題を中心に意見交換を行い、互
いの活動の参考としました。

委員活動について意見交換
　会津坂下町民生児童委員が来町

新聞印刷の
　い　ま　

福島民報社伊達支社支社長浦山文夫さん

驚きのマジックを披露する大友さん

おいしいお茶っこでみんなニコニコ

　6 月 18 日、上野台仮設住宅で伊藤園主催による「おいしい
お茶の入れ方のコツ」ということでお茶会が開かれました。
今回は、シンガーソングライターの Rake さんも同行し、入
居者の皆さんと一緒に談笑を交えながらお茶を楽しみました。
お茶を頂いた後は、Rake さんが歌を披露し、入居者の皆さん
はおいしいお茶と歌で癒されました。

お～いお茶っこ会

　お茶を飲みながら、歌で心穏やかに

　6 月 20 日、ミュージシャンやマジシャンとして活躍してい
る大友剛さんが、東日本大震災の復興支援として国見小学校
とくにみ幼稚園で公演しました。
　１年生から３年生の児童、預かり保育園児が参加し、音楽
とマジックを組み合わせた絵本の読み聞かせに歓声をあげて
いました。

驚きと歓声
　マジックと音楽と絵本のコンサート

町の魅力をまちづくりに！
　歴史まちづくり計画策定委員会が発足

　6 月 10 日、町内で国見町広報等関係団体連絡会の研修会が
行われました。研修には、広報に関係する団体から約 20 人が
集まり、講師に福島民報社伊達支社長の浦山文夫さんを迎え

「新聞印刷の今」と題し講演をいただきました。研修では、印
刷工場で新聞が発行されるまでの過程についての説明、また、
震災時の対応についての有意義な話を聞くことが出来ました。

　6 月 23 日、歴史を活かしたまちづくりを進めるため「歴史
まちづくり計画」の策定委員会が設置しました。学識経験者・
地元の関係者・行政機関からの委員 16 人に委嘱状が交付され、
委員長に入間田宣夫東北大学名誉教授、副委員長に杉本洋文
東海大学教授が選任されました。今後、調査および委員会で
の議論を踏まえながら、国の認定を目指していきます。歴史的まちなみを視察

美味しいそば、抹茶ごちそうさまでした

　6 月 29 日、上野台仮設でしらおか蕎麦倶楽部のボランティ
アの皆さんが飯舘村民に自慢のそばを振る舞いました。本格
的な蕎麦打ちを見た村民は食い入るように見入っていました。
そばのほか、抹茶と菓子も振る舞われ、美味しいお蕎麦や抹
茶に舌鼓。汗だくでそばを打ってくださった蕎麦倶楽部の皆
さん、美味しい抹茶をたててくださった小島さんありがとう
ございました。まだ、きてくなんしょ。

そば・抹茶でみんなにこにこ
　～埼玉県・しらおか蕎麦倶楽部～
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●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 26 年 5 月生まれ）
・9 か月児（平成 25 年 11 月生まれ）

9 月 25 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

9 月 3 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

＊＊＊ 1 歳 6か月健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 24 年 12 月 16 日から
平成 25 年３月 9 日生まれの幼児

9 月 9 日火
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

小坂農村総合管理
センター

【健診内容】
☆内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を行います。
☆心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
☆栄養指導（おやつの試食）もあります。
☆健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

ガラスバッジによる個人外部被ばく線量測定の実施のお知らせ

　町では 8 月 1 日から 10 月 31 日までの 3 か月間、放射線積算線量計 ( ガラスバッジ ) による外部被ば
く線量測定を行います。中学 3 年生以下の方には個別通知しましたが、今回は一般住民の方の募集をい
たします。希望される方はお電話でお申込み下さい。

◆対 　象　 者　　平成 11 年 4 月 1 日以前生まれの国見町民の方
◆申込受付期間　　7 月 14 日月から 18 日金
◆申込受付時間　　午前 9 時から午後 5 時まで　
◆申 込 先　　保健福祉課 保健係　☎ 585-2783
　　　　　　　　　  〇定員 100 名（先着順）
　　　　　　　　　  〇 お名前 ･ 生年月日 ･ 住所 ( 現住所・通知送付先等 ) 連絡先をお聞きします。
◆費 用　　無  料

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

県民健康調査

　「妊産婦に関する調査」
　福島県と福島県立医科大学では、平成 23 年度よ
り毎年、質問紙による「妊産婦に関する調査」を行っ
ています。
　この調査では、東日本大震災以降、福島県内のご
心配を抱えた妊産婦の皆さんに対し、心配を軽減す
るための支援を提供し、福島県で子どもを産み育て
ようとする妊産婦の皆さんの現状や、ご意見・ご要
望を的確に把握し、妊産婦の皆さん自身がご自身の
お子さんを儲けられたとき、さらには福島県内で新
しくお母さんになられる方に、よりよい産科医療お
よび母子支援を提供できるよう活かしていくことを
目的に実施しています。
　平成 26 年度におきましては引き続き「妊産婦に関
する調査」を実施しますので、ご協力をお願いします。
　また、平成 25 年度調査につきましても、未提出の
方でご協力いただける方は、ご回答をお願いします。
　なお、これまでの調査結果につきましては、福島
県立医科大学　放射線医学県民健康管理センターの
ホームページ「妊産婦に関する調査」（URL;http://
fukushima-mimamori.jp/pregnant-survey/) のページ
に掲載してありますのでご覧ください。

≪平成 25 年度調査について≫
対象者：①平成 24 年 8 月 1 日から平成 25 年 7 月
31 日までに福島県内の市町村から母子健康手帳を交
付された方
②上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された
方で、福島県で里帰り出産された方
　ご協力いただきました皆さん、ご協力ありがとう
ござました。

≪平成 26 年度調査のご案内≫
時期：平成 26 年秋ごろ
対象者：①平成 25 年 8 月 1 日から平成 26 年 7 月
31 日までに福島県内の市町村から母子健康手帳を交
付された方
②上記期間に福島県外で母子健康手帳を交付された
方で、福島県で里帰り出産された方
　対象者①の方につきましては、調査票を送付いた
します。ご協力お願いいたします。

　献血のおかげでたくさんの命が救われています。
　献血者数が特に減少するこの季節、幅広い方々からの
献血へのご協力をお願いいたします。　　　　　
　次回の国見町の献血の日は、9 月 23 日火です。
時間、場所については 8 月号でお知らせいたします。皆
様のご協力をお願いします。

７月は
「愛の血液助け合い運動」

月間です。

◆問い合わせ　
福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理セン
ター
妊産婦専用ダイヤル☎ 549-5180( 平日午前 9 時から
午後 5 時）
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8
月
の
相
談
会

≪心配ごと相談≫

・開催日及び相談員

7 日 木 玉木　洋子 さん
宍戸    加代 さん

28 日 木 菊地千津子 さん
斎藤　勇子 さん

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2 和室

・時間　午前 9 時から正午

≪障がい者相談≫
・開催日　19 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4 時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

お
知
ら
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院

　
第
36
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
に
向
け
て
「
元
気
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
31
日
木
午
後
４

時
か
ら

▼
場
所
　
公
立
藤
田
総
合
病
院

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン

グ
リ
ラ　
　

▼
演
題　
「
こ
れ
だ
け
は
知
っ

て
お
き
た
い
食
道
の
病
気
」

～
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
～

▼
講
師　

消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

長　

木
暮
道
彦
医
師

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原

子
力
災
害
に
お
け
る
不
動

産
取
得
税
の
特
例
措
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

（
一
部
損
壊
を
除
く
）
を
受
け

た
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
を
取
得

し
た
場
合
や
原
子
力
災
害
に
よ

り
避
難
指
示
区
域
内
に
あ
る
家

屋
に
代
わ
る
家
屋
を
取
得
し
た

場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
特
例

措
置
に
よ
る
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局　

県
税
部　

課
税
第
一
課　

不
動

産
取
得
税
チ
ー
ム

☎
５
２
３
‐
４
６
９
９

印
紙
税
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

「
印
紙
税
法
」
が
改
正
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
「
領
収
証
」
等
の
非
課
税
範

囲
が
３
万
円
未
満
か
ら
５
万
円

未
満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」
及

び
「
建
設
工
事
請
負
契
約
書
」

の
軽
減
措
置
が
延
長
さ
れ
る
と

と
も
に
、
適
用
範
囲
・
軽
減
額

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(w

w
w

.nta.go.jp)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
資
格
認
定
試
験

　　

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験
お
よ
び
受
験
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
試
験
日　

11
月
２
日
日

▼
試
験
会
場　

日
本
大
学
工
学

部
（
郡
山
市
）

▼
受
験
講
習
会　

10
月
２
日

木
、
郡
山
市
・
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま

▼
申
込
期
間　

８
月
１
日
金
か

ら
９
月
５
日
金
ま
で

問
申
込
書
・
案
内
書
の
請
求
、

申
込
み
先　

上
下
水
道
課
下
水

道
係

☎
５
８
５
‐
２
９
８
４

国
見
町
商
工
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
「
体
験
！
夏
野
菜
！
」

　

国
見
町
商
工
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
町
民
の
方
が
、
夏
野
菜
を
プ

ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
育
て
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
学
び
、
農
業
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
植
え
た
野
菜
の
成
長

過
程
を
観
察
し
、
収
獲
野
菜
を

使
っ
て
ピ
ザ
を
作
り
ま
す
。
初

め
て
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

▼
日
時　

平
成
26
年
7
月
19
日

土
午
前
10
時
か
ら

▼
場
所
　
国
見
町
商
店
街　

後

藤
写
真
館
様
向
か
い
の
空
き
地

▼
参
加
費
　
無
料

②
国
見
ま
る
ご
と
再
発
見
！

「
商
店
街
七
夕
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」

　

国
見
町
に
は
石
母
田
と
大
木

戸
に
２
つ
の
国
見
神
社
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
そ
し

　　
　　人口　　  9,861 人（△ 24）　
　　  男　　    4,726 人（△ 12）
     　 女　        5,135 人（△ 12）　
　    世帯　  　3,406 世帯（ △ 2）
   
　※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 26 年５月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

　業務時間内にご利用できない方は、是非ご利用ください。
　≪窓口延長の日≫　7月 10 日、17 日、24 日、31 日
　　　　　　　　　				8 月 7 日、14 日、21 日、28 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明書
の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の届出、
税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

德江　恋
こ の は

乃羽ちゃん
真彦さん　こずえさん（ 宮 東 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
5 月 21 日～ 6 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、

企画情報課☎ 585-2927 までご連絡ください。

て
、
そ
の
間
を
隔
て
る
よ
う
に

阿
津
賀
志
山
防
塁
が
あ
り
、
ま

る
で
天
の
川
に
隔
て
ら
れ
た
織

姫
と
彦
星
み
た
い
。
も
し
か
し

た
ら
、
縁
結
び
の
ご
利
益
が
あ

る
か
も
…
。そ
ん
な
発
想
か
ら
、

今
年
の
商
店
街
七
夕
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
短
冊
に
願
い
を
書

い
て
も
ら
い
、
神
社
で
ご
祈
祷

を
し
て
も
ら
う
企
画
が
加
わ
り

ま
し
た
。
七
夕
飾
り
を
設
置
し

て
あ
る
商
店
で
は
、
自
由
に
短

冊
を
書
い
て
、
飾
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
願
い
事
を
書

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
間
　
７
月
14
日
月
か

ら
８
月
９
日
土

③
国
見
夏
ま
つ
り

			

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き

「
国
見
ま
る
ご
と
再
発
見
！
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
９
日
土
正
午
か

ら
午
後
８
時

▼
開
催
場
所　

観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー

▼
内
容　

お
笑
い
ラ
イ
ブ
「
か

も
め
ん
た
る
」、
破
牙
神
ラ
イ

ザ
ー
龍
シ
ョ
ー
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
国
見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い

選
手
権
、
盆
踊
り
、
花
火
な
ど

問
国
見
町
商
工
会　

☎
５
８
５
‐
２
２
８
０

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
開
催

　

平
成
27
年
３
月
新
規
大
学
等

を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
24
年

３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在

就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計

画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
新
卒
で
就

職
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
方

や
、
卒
業
後
、
現
在
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

８
月
８
日
金
午

後
12
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分▼
会
場
　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
５
２
９
‐
７
６
４
９

渡 邉 髙 子 さ ん 90 （宮 町 南）
八 島 信 子 さ ん 86 （山崎耕谷）
熊 坂 修 一 さ ん 96 （太 田 川）
佐 藤 　 實 さ ん 89 （石母田東）
後 藤 昭 夫 さ ん 86 （高 城）
小 鹿 春 治 さ ん 89 （国見の里）
安 藤 美 由 紀 さ ん 48 （前 田）
佐 藤 　 貞 さ ん 77 （第 2）
野 村 チ ヨ ノ さ ん 96 （大 町 南）
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行事のお知らせ
7 月 8 日 火 町民講座「雨月物語」②

9 日 水 子ども移動図書館（国見小 1 年生）
10 日 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

３学級合同学習会「町長講話」
12 日 土 少年仲間づくり教室

みみずく「おはなし会」
13 日 日 町民ハイキング ( 駒止湿原 )
14 日 月 ＪＦＡ夢の教室（県北中 2 年）
15 日 火 子ども移動図書館（国見小２年生）

ＪＦＡ夢の教室（県北中 2 年）
町民講座「雨月物語」③

17 日 木 子ども移動図書館（国見小１年生）
18 日 金 成人学級
19 日 土 中尊寺蓮講演会

町民プールオープン
22 日 火 町民講座「雨月物語」④
23 日 水 くにみ女性教室

国見っ子わんぱく広場
26 日 土 子ども和楽器体験教室①

親子エコクラフト教室
28 日 月 少年仲間づくり教室「キャンプ」

～ 30 日 水 　　　　　　　　　　（裏磐梯）
31 日 木 ブックスタート

8 月 1 日 金 成人学級
2 日 土 子ども和楽器体験教室②
4 日 月 ジュニア歴史探検隊

～ 5 日 火 　　　　　（平泉町）
7 日 木 国見っ子わんぱく広場
8 日 金 国見っ子わんぱく広場
9 日 土 短期スイミングスクール

～ 12 日 火

　

５
月
27
日
、
62
人
の
学
級
生

が
参
加
し
、
交
通
安
全
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
福
島
北
警
察
署
桑

折
分
庁
舎
交
通
係
長
か
ら
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
等
の
話
が
あ

り
、
注
意
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
県
交
通
企
画
課
担
当

官
か
ら
「
高
齢
者
の
事
故
防
止

に
つ
い
て
」
の
講
話
と
歩
行
者

教
育
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
が
あ

り
、上
手
に
横
断
で
き
た
と
き
、

交
通
安
全
の
誓
い
新
た
に

阿
津
賀
志
学
級

事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

の
模
擬
体
験
で
横
断
時
の
危
険

性
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
は
、
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
で
「
西
部
警
察
の
テ
ー
マ

曲
」
で
始
ま
り
、
な
じ
み
の
あ

る
曲
を
交
え
て
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。
演
奏
は
迫
力
が
あ
り
、
み

ん
な
身
体
全
体
を
使
っ
て
聴
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
生
演
奏

の
す
ば
ら
し
さ
に
、
み
ん
な
感

動
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
を
、
６
月
18
日
に
観
月

台
体
育
館
で
行
い
、
教
室
生
22

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
歩
こ
う

く
に
み
女
性
教
室

人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

全
員
が
初
め
て
の
ス
ポ
ー
ツ

で
し
た
が
、「
マ
ル
ベ
リ
ー
こ

お
り
」
よ
り
２
人
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
招
き
、
基
本
か
ら

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

は
外
歩
き
を
体
験
す
る
な
ど
、

充
実
し
た
学
習
に
な
り
ま
し

た
。

　

年
齢
、
性
別
、
身
体
能
力
に

関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
簡
単
に
始

め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

迫力満点の県警音楽隊

ストックを使って負担軽減

　

５
月
31
日
、
76
人
の
児
童
と

保
護
者
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
し
開

所
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
は
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
運
営
委
員
会
髙
橋
会
長
と

国
見
小
学
校
酒
井
校
長
か
ら

「
楽
し
そ
う
な
活
動
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
１
年
間
み
ん
な
で
仲

良
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
。」
と

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
に
続
き
、
１
年
間
使
う
名

札
を
作
り
、「
忍
者
ラ
ン
ド
」

な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
体
育
館
を
何

周
も
走
り
、
汗
び
っ
し
ょ
り
で

楽
し
み
ま
し
た
。

◆期間　7 月 19 日土から 8 月 24 日日
◆時間　①午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分
　　　　②午後 1 時から午後 3 時
　　　　③午後 3 時 30 分から午後 5 時 30 分
◆料金　（1 人 1 回 2 時間以内の利用につき）　

※ご利用の場合、事前に営業しているかお確か
めのうえ、上野台体育館にある自動券売機で、
使用券をお買い求めください。なお、小学生な
どの保護者の付添いの場合でも、使用券が必要
となります。

◆ 問い合わせ　　

生涯学習課または上野台運動公園　☎ 585-5370

お待ちかねの町民プール！

　

町
民
講
座
「
塩
麹
作
り
・
麹

料
理
教
室
」
は
６
月
13
日
、
25

日
に
受
講
生
16
人
が
参
加
し
実

施
し
ま
し
た
。

　

小
賀
坂
ひ
と
み
さ
ん
（
ハ
ー

プ
ぷ
り
え
ー
る
）
を
講
師
に
、

１
回
目
は
塩
麹
・
し
ょ
う
油
麹
・

甘
麹
の
作
り
方
と
保
存
方
法
を

学
び
ま
し
た
。
２
回
目
は
前
回

作
っ
た
塩
麹
な
ど
を
使
い
麹
料

理
に
挑
戦
。
肉
は
柔
ら
か
く
、

野
菜
は
さ
ら
に
美
味
し
く
、
い

い
こ
と
づ
く
し
の
麹
料
理
で
し

た
。

遊
ん
で
学
ぶ
！

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
開
所
式

楽
し
く
お
菓
子
作
り
！

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

　

６
月
21
日
、
教
室
生
38
人
が

参
加
し
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
乳
製
品
を
使
っ
た
お
菓
子

を
一
緒
に
作
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
町
保
健
福
祉
課
管
理
栄
養

士
を
講
師
に
、
11
人
の
町
食
生

活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
も

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
話
は
ク
イ
ズ
形
式
で
行
わ

れ
、
教
室
生
は
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
し
た
。
料
理
が
得

意
な
人
も
苦
手
な
人
も
協
力
し

て
調
理
し
て
い
ま
し
た
。

塩
麹
で
栄
養
価
ア
ッ
プ

麹
料
理
教
室

　　

５
月
30
日
、
24
人
の
学
級
生

が
参
加
し
飯
坂
方
面
（
摺
上
川

ダ
ム
・
中
野
不
動
尊
・
旧
堀
切

邸
）
の
見
学
学
習
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ダ
ム
で
は
昭
和
48
年
の
予
備

調
査
か
ら
今
日
ま
で
の
事
業
概

要
や
ダ
ム
の
効
果
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
不
動
尊
で
は
洞

窟
見
学
・
参
拝
、
旧
堀
切
邸
で

は
当
時
の
豪
商
・
豪
農
の
様
子

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

快
晴
に
恵
ま
れ
、
有
意
義
な

学
習
が
で
き
ま
し
た
。

区分 大人 高校生 中学生以下 未就学児
使用料 150 円 100 円 30 円 無料

福
島
の
文
化
財
を
見
学

成
人
学
級

摺上川ダムの歴史を学習

意外に簡単麹料理

おっとっと～綱渡りの術 自分で作ったお菓子は最高
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放送日 放　送　内　容

7/11 フレッシュ・アイ ニューズ
「真っ赤なプラム！出荷最盛期」

7/18 フレッシュ・アイ ニューズ
「鰻を焼いて 30 年！ 伝統の味に舌づつみ」

放送日 放　送　内　容

7/25 ウォッチング国見
「特産品の大本命、桃！いよいよ登場」

8/1 食べてみなんしょ、くにみ味
「桃の食べ方、新発見！」

8/8 フレッシュ・アイ ニューズ
「国見で一番暑い夏！ 国見まるごと再発見」

　そばボランティアの取材の

中で、飯舘村民の方が「遠い

所わりいない」と声をかけれ

ば「好きでやっていることだ

から」と返事が返ってきまし

た。そんなやり取りが、心に

残り、心がほんわかしました。

 （N.K）

あ と が き

にみく
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12

・広報くにみ
7月号発行日

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・心配ごと相談
・3学級合同学習会
（阿津賀志・成人・女性）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）
・ももたんFM

・少年仲間づくり
教室

13 14 15 16 17 18 19
・いきいきサロン

泉田下
（午前10時～）
山崎

（午後1時半～）

・いきいきサロン
德北

（午後1時半～）
・障がい者相談

・いきいきサロン
第1

（午後1時半～）

・いきいきサロン
第2

（午後1時半～）
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）
くにみ幼稚園
国見小学校
県北中学校

・成人学級
・ももたんFM

・中尊寺ハス講演会
・町民プールオープン
・夏休み
（8月24日まで）

20 21 22 23 24 25 26
海の日 ・いきいきサロン

石母田
（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・国見っ子わんぱ

く広場

・いきいきサロン
泉田中

（午後1時半～）
・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
源宗山

（午前10時～）
光明寺

（午後1時半～）
・ももたんFM

27 28 29 30 31 8/1 8/2
・いきいきサロン

板橋
（午前10時～）
高城

（午後1時半～）
・少年仲間づくり

教室
（キャンプ～ 30日）

・いきいきサロン
貝田

（午後1時半～）

・いきいきサロン
大枝（午前10時～）

・乳幼児健診3・9 か月
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・税金等納期限
固定資産税
国民健康保険税
介護保険料

・女性100人応
援団
モニターツアー

（～ 2日）
・成人学級
・ももたんFM

8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 8/9
・いきいきサロン

川内
（午後1時半～）

・いきいきサロン
藤田

（午前10時～）
太田川

（午後1時半～）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
塚野目（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・国見っ子わんぱく広場
・心配ごと相談

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）
・ももたんFM
・広報くにみ

8月号発行日
・国見っ子わんぱく広場

・第2回国見町歴史
まちづくりシン
ポジウム

・国見まるごと再
発見

（夏祭り）

⎫
⎬終業式
⎭


